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「捨てる服」使い建材量産 大阪の官民で大規模回収 

＊繊維商社のモリリンと木質ボード製造のホクシンは、廃棄衣料を主原料

に使った建材を今夏から共同で量産します。*建材の名称は「ＰＡＮＥＣＯ

（パネコ）」 

*衣料と木材を 51 対 49 の割合でブレンド。 

＊モリリンは公共施設、オフィス、店舗などの床材向けに販売。 

＊パネコは水分の吸放出が少なく、収縮しにくくなります。 

*外観はｸﾞﾚｰ基調で、内部の衣料が模様となって浮き出ます。 
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